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■軸方向
本基板でのX，Y，Z各軸の方向は図2の通りです。

■基板寸法図
＊I²Cターミネータ(終端抵抗)について
本基板は上記双方向バッファーの機能を使って、10KΩ相当の抵抗が
SDAラインとSCLラインに挿入されています。
この抵抗を切断する事はできません。
また10KΩの値は本基板のみがI²Cバスに接続され、短距離の場合に
おいて有効な値です。
同じI²Cバスに多数のデバイスを接続する場合、バスを長く引き伸ば
す場合は追加で抵抗を接続してください。

KP-BMX055回路図

※ヘッダーピンは要ハンダ付け

型番：ＫＰ-ＢＭＸ055

■仕様
電源電圧：DC3.3～5V
消費電流：約5mA(3.3V 動作)、約7.5mA(5V 動作時)
搭載センサー：BOSCH BMX055
・加速度センサー 3軸
・ジャイロセンサー 3軸
・磁気コンパス 3軸
インターフェース：I²Cバス（バス電圧は電源電圧と同じとなります）
基板寸法：20(W)×14(D)×2.5(H) mm
※搭載センサーの詳細な仕様についてはBOSCH社の公式データシー 
    トをご確認ください

BOSCH社センサー「BMX055」を搭載した、
加速度、ジャイロ、磁気コンパスを各3軸、
計9軸の姿勢センシングモジュールです。
3.3V～5Vの電源で動作し、9軸の測定が行
え、測定データは I²C 接続によるデジタル
値で得られます。

■概要
本基板はBOSCH社のBMX055センサーを搭載した、
加速度3軸、ジャイロ3軸、磁気コンパス3軸の姿勢センシング
モジュールです。
3.3V～5Vの電源で動作し、9軸の測定が行えます。
測定データは I²C接続によるデジタル値で得られます。
I²Cバスのインタフェースは読み出しを行う機器(ホストデバイス)
の電源電圧に自動追従します。
電源電圧が3.3V～5Vまでの機器に対応します。

BMX055搭載のセンサーは、
3方向の加速度測定(静止中の重力加速度や加減速時の加速度の
測定)、3軸の回転方向の測定(ジャイロセンサー：基板を中心に
回転する動作を測定)、3軸の磁気コンパス(3方向の磁力の強さ
を測定)が一つの小型パッケージに集約されています。
本基板ではこの小型センサーを生かすため、極小サイズの基板
としました。

■接続
基板上に4pinのコネクタ(CN4)取り付け穴が用意されています。
付属のヘッダーピンを基板オモテ面またはウラ面にハンダ付けし
てご利用ください。
(ヘッダーピンは「ストレート型」「L型」の2種類を付属しています。
基板の取付け方向に応じて、お好みでいずれかをお使いください)
センサーからのデータはI²C接続で取得します。
電源及びI²Cバスの接続はこのコネクタを通して行われます。
本基板には I²Cバス (SDA，SCL)の終端抵抗として10KΩが入って
います。

・電源
電源には安定なDC3.3V ～ DC5V間の電圧を必要とします。
センサーがアクティブになっている状態での消費電流は10mA
程度です。
・コネクタ
表1にコネクタ番号、図1に接続を示します。
本基板の電源は、コントロール側(読み出し側：I²C バスのホスト)
の電源に接続します。

注意：
電源(CN1：VBUS)に絶対に5.5V以上の電源を加えないでください。
また、＋・－を逆に接続しないでください。IC が破損する恐れがあ
ります。

■I²Cバスのアドレスと設定ジャンパー
本基板搭載のI²Cデバイスは一つのインタフェース(I²C バス)を通して
アクセスできる3種類のデバイスが混載した形式になっています。
BMX055のデバイスは複数個を同時接続できるように、I²Cのアドレ
スを変更する機能があります。
本基板では、I²Cアドレス設定用のJ1～J3のハンダショートジャンパー
を用意しています。
パッドにハンダを盛った状態(ハンダで導通させている状態)が [X]、
ハンダをしない状態を[X]と表しています。( アドレスは全て 7bit 表記です)
 J3 J2 J1　　　磁気　   ジャイロ                         加速度
 [X] [X] [X] 0x13  0x69   0x19
 [X] [X] [X] 0x11  0x69   0x19
 [X] [X] [X] 0x12  0x69   0x18
 [X] [X] [X] 0x10  0x69   0x18
 [X] [X] [X] 0x13  0x68   0x19
 [X] [X] [X] 0x11  0x68   0x19
 [X] [X] [X] 0x12  0x68   0x18
 [X] [X] [X] 0x10  0x68   0x18
※赤帯：出荷時状態

■I²Cインターフェース
センサーのI²Cラインには双方向のバッファーを設けています。
このバッファーの機能により
・I²Cバスの駆動能力がセンサー単体より強化されます。
・異なったI²Cバスの電圧をセンサー用I²Cの電圧に変換できます。
本基板の双方向バッファーではI²Cバスのシステム(ホスト)側は
システムの電源と共通になっています。
この電圧は3.3V ～ 5V間の任意に決める事ができます。
一方センサー側(デバイス)は2.8VのI²Cバスとなっていて、
2.8Vに安定化しています。
使用時は上記電圧範囲であれば、センサーの動作電圧等を
気にしなくても接続できます。

■読み出しプログラム
参考例のプログラムをArduino IDEのスケッチとして掲載します。
このプログラムは弊社WEBページ内の下記URLからダウンロード
できます。
http://prod.kyohritsu.com/KP-BMX055.html

ピン番号 名称 説明

１ VBUS 電源＋（DC 3.3～5V）

２ SCL I²Cバス シリアルクロック信号

３ SDA I²Cバス シリアルデータ信号

表1

４ GND 電源－

Arduino

J1 J2 J3

CN1

KP
-B
M
X0
55

（USB）
（DC 入力）

USBまたは
ACアダプタ
から給電

or

5V
SCL
SDA
GND

KP-BMX055

1：VBUS

4：GND

2：SCL
3：SDA I²C

1 4

その他マイクロコントローラ
の場合も左のArduinoの例を
参考に、I²Cバス2線「SCL」「SDA」
および電源を接続してください。

I²Cのバス電圧は、KP-BMX055の
1番ピンに供給する電源電圧と
共通になります。
◆3.3V系コントローラの場合
   1番ピン（VBUS）を+3.3Vに接続
◆5V系コントローラの場合
   1番ピン（VBUS）を+5Vに接続

Arduino（5V電源のマイコンボード）との接続例
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記載の寸法は標準的なものであり、  
実機の寸法と相違ある場合は実機を優先します。
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・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良・性能向上のため予告なく仕様・外観等を変更する場合がある
ことをあらかじめご了承ください。 
・本製品は組立キットまたは半完成品です。製作作業中の安全確保のため説明書をよくお読みになり、正しい工具
の使用・手順を守ってください。 
・完成品でない商品の性格上、組み立て後の完璧な性能・品質・安全運用等の保証はできません。完成後はお客
様 ( 組立作業者 )ご自身の責任のもとでご使用ください。 
・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていません。 また、本製品に起因する
直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規定範囲を超えての 補償には応じられません。

図1

単位 [mm]
▼ご注意
本プログラムは無保証にて配布いたします。共立電子
産業では、動作に関するご質問への回答やプログラム
作成等のサポートはいたしかねます。
ご理解の上、参考目的としてご利用ください。
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